


















































A consideration on the integration of policy and practice














































































































































































































































































































































































































































































































































































































介入（法的対応） ⇔ 調整（交渉） ⇔ 援助（相談対応）
志向性 事実（状態） 立場・関係 事情（考え・思い）
視点性 客観性 相互主観性 主観性




関係性 （法的）権限による対応 対立を含む緊張 対等性の強調
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